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一般に， コバイモ類は 2種l変種に分類 ＊ されているか， 筆者はこれを再検討した結果，
次の 3新種を認識した。 なおこの群における種間の類縁関係については， 野田昭三氏と共
同で， 形態学的， 細胞遺伝学的， およぴ生態学的方法から研究中＊＊ である。




2. カイコパイモ (Fig. 3)
アワコバイモや コシノ コバイモに似ているが， さかずき状鐘形の花に特徴がみられ， 花
被片は長だ円形で先端が鋭形となり， 斑紋はないか， あってもぽんやりした程度である。
蜜腺の位置は基部から 令～令のところにあり， 蜜腺の長さは 4-8mmで， コシノ コバイ
モのような花被片中肋の突起はないが， 縁に多細胞性の小突起かまれに見られる。 分布は
富士山周辺で， 現在数箇所で知られている。
3. イズモコパイモ (Fig. 4) 
最近発見された種で， 花の形はさかずき状鐘形， 蜜腺の位置は基部から-½--令， 蜜腺の
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